
今週の注目材料＝弱めの指標相次ぐ米国、景況感は？～米PMI

　21日に5月の米購買担当者景気指数(PMI)が発表されます。ここにきて米経済指標は軒

並み弱めの結果となっており、景況感の変化が注目されるところです。

　7日に発表された4月の米雇用統計は、非農業部門雇用者数(NFP)が事前見通しの100万

人増に対して、わずか26.6万人増に留まりました。3月分の数字も大きく下方修正され

たうえでの４月分の弱めの数字で、予想を下回る形の乖離幅としては記録的なものとなっていま

す。

　今月に入って３日のISM製造業景気指数(４月)が３月分から上昇との期待に反して悪

化。５日の同非製造業景気指数(4月)も３月分からの上昇期待に反して悪化。先週金曜

日14日の小売売上高(4月)が小幅ながらプラス圏予想に対して横ばい。小売売上高のう

ち、変動の激しい自動車を除いたコア部分に至ってはマイナス圏に沈みました。また14

日に発表された5月のミシガン大学消費者物価指数も４月からの上昇見込みに反して悪

化するなど、厳しい数字が続いています。

　同系統の指標である４月の米ISMが弱かった一方、４月の米PMIは強めの数字となりま

した。製造業PMIは統計を開始した2007年5月以来、非製造業PMIは統計を開始した2009

年10月以来の高水準を記録しています。

　速報を早めに出す関係上、同月の数字とは言え、ISMよりもPMIが少し早めの状況を反

映している可能性があります。雇用統計や小売売上高などの弱い数字を導いた直近の状

況が反映されるのは今回のPMIとなるかもしれません。

　ただ、事前予想は今回もしっかり。製造業PMIの予想は60.4と4月の60.5(速報値時点

では60.6)とほぼ同水準となっています。非製造業PMIは64.7とこちらは4月の64.7(速報

時点では63.1)と全くの同水準が見込まれています。

　好悪判断の基準は50.0です。米製造業PMIは昨年4月にパンデミックの影響で36.1まで

低下した後、7月には50を回復し、その後は50を割り込むことなく前回60も超えてきまし

た。同非製造業PMIは、パンデミックの影響がより強く出て、昨年4月には26.7とPMIと

は思えないような数字まで低下。その後、製造業PMI同様に7月に節目の50を回復しまし

た。そして前回64.7と、驚きの高水準を示しています。ともに前回の数字がかなり高い

という印象だっただけに（その分市場の期待が広がり、雇用統計などの弱い結果にサプ

ライズ感が大きくなった面も）、今回の数字への警戒感があります。事前予想前後の数

字となり、今回も高い水準で変わらずとなった場合、直近の主要指標の弱さと

の乖離が意識されてドル買いが進む可能性があります。

　その他の注目材料としては19日（日本時間では20日の午前3時）に公表される4月27

日、28日開催分のFOMC(米連邦公開市場委員会)議事要旨があります。

　政策金利、量的緩和を事前見通し通り据え置いた4月のFOMC。声明ではワクチン接種

の進展と強力な経済支援の下で経済活動と雇用は力強さを増したと現況を評しました。また、パ

ンデミック（世界的大流行）で最も悪影響を受けたセクターでは弱さが続いているが、

改善を示しているなどの表現もあり、全体に前向きな姿勢が目立ちました。
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　リスクについては、３月時のパンデミックが重大なリスクもたらすとの表現から、

経済見通しへのリスクが残るという穏当な表現に上方修正しています。

　ただ、FOMC後のパウエル議長の会見で、量的緩和の縮小について話すべき時期ではな

いとの認識を示すなど、当面の現行政策維持姿勢を強調しています。

　今月に入って米雇用統計の弱い数字で、早期のテーパリング期待が後退した後、消費

者物価指数の強めの数字で再び期待が広がるなど、先行きの見通しが分かれている状

況です。今回のFOMC議事録で、今後へのヒントがあると、流れが大きく変わる可能性も。
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